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午前１０時００分 開会

◎開会・開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は、１２名でありま

す。定足数に達しておりますので、平成２５

年第４回美幌町議会臨時会を開会します。

これから、本日の会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の

規定により、８番岡本美代子さん、９番坂田

美栄子さんを指名します。

─────────────────────

◎日程第２ 会期の決定

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 会期の決

定についてを議題とします。

去る８月９日、議会運営委員会を開きまし

たので、委員長から報告を求めます。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君）〔登壇〕 平成２５

年第４回美幌町議会臨時会の開会に当たり、

去る８月９日、議会運営委員会を開会しまし

たので、その内容と結果について報告いたし

ます。

本臨時会に付議された案件は、動産の取得

３件、工事請負契約の締結１件、補正予算案

１件、専決処分の報告、以上のとおりであり

ます。

よって、本臨時会の会期については、本日

１日限りといたします。

一つだけ、行政職の皆さんに御理解をいた

だきたい点がございます。

本臨時議会より、試行でありますが、報道

関係者に対して、記事の作成、編集等にかか

わって、パソコンの持ち込みを許可をしてお

りますので、その点、御理解をお願いしたい

と思います。

円滑な議会運営に対して、議員並びに皆さ

んの御協力をお願いして、議会運営委員会の

報告といたします。

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま議会運営委員会委員長から報告の

あったとおり、本臨時会の会期を１日間とし

たいと思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は１日間と決定しまし

た。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告につきましては、事務局長から

報告させます。

○事務局長（馬場博美君） 諸般の報告を申

し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規定

に基づく出席説明員につきましても、印刷し

たものを配付しておりますので御了承願いま

す。

なお、宗像議員、病気療養のため欠席の

旨、届け出がありました。

また、本臨時議会中、町広報及び議会広報

用のため、写真撮影を許可しておりますの

で、御了承願います。また、報道機関の写真

撮影を許可しておりますので、あわせて御承

知おき願います。

以上で、諸般の報告を終わります。

○議長（古舘繁夫君） 町長から、本臨時会

に提出しております案件について、概要説明

をしたいとの申し出がありますので発言を許

します。

町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 本日、ここ

に平成２５年第４回美幌町議会臨時会が開催
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されるに当たり、御出席を賜りました議員各

位に対しまして心から感謝いたしますととも

に、提出案件の概要について御説明を申し上

げます。

動産の取得について、議案第８７号は、防

災・減災用発電機２台、議案第８８号は、避

難所用発電機７台、議案第８９号は、避難所

用投光機１８台を購入するものであり、それ

ぞれ入札の結果に基づき議決をいただきたい

ことであります。

工事請負契約の締結について、議案第９０

号は、駒生川関連第２３号橋橋梁建設工事に

ついて、入札の結果に基づき契約の議決をい

ただきたいことであります。

一般会計補正予算について、主な補正の内

容につきましては、国の地域介護・福祉空間

整備等施設整備交付金等を活用して、町内の

特定非営利活動法人が実施する障害者グルー

プホーム施設整備事業費の間接補助金として

３,２００万円の補正を行おうとするもので

あります。

なお、細部につきましては、後ほどそれぞ

れ御説明申し上げますので、御審議の上、原

案に協賛を賜りますようお願い申し上げ、提

出案件の概要説明といたします。

─────────────────────

◎日程第３ 議案第８７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第３ 議案第８

７号動産の取得についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の２ページ

をお開き願いたいと思います。

議案第８７号動産の取得について、御説明

を申し上げます。

次のとおり動産を取得するものとするとい

うことで、記以下につきましては参考資料で

御説明いたしますので、参考資料の１ページ

をお開きいただきたいと思います。

資料１、議案第８７号関係。防災・減災用

発電機でございます。これは６月に補正予算

をお認めいただいた緊急防災・減災事業の一

連の備品の購入であります。

納入場所につきましては、美幌町字報徳７

９番地１、車両センターでございます。

動産の概要でございますが、低地排水対策

用の発電機でございまして、排水ポンプ、あ

るいは投光機等の電源確保のための発電機の

取得でございます。

出力８０ＫＶＡのものを２台購入するもの

でございます。

入札年月日につきましては、平成２５年７

月２５日。

指名業者は、記載の９者でございます。

取得の金額は、５５７万５,５００円であ

ります。

取得の相手方、網走郡美幌町字大通北２丁

目１７番地、有限会社加藤金物店、代表取締

役、加藤哲朗。

契約保証金、免除。

契約年月日、議決後、本契約による。

納入期限、本契約後１２０日とするという

ことで、本日議決をいただきますと、１２月

９日が納期限となります。

以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第８７号動産の取得につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第４ 議案第８８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第４ 議案第８

８号動産の取得についてを議題とします。
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直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の３ページ

をお開きいただきたいと思います。

議案第８８号動産の取得について、御説明

を申し上げます。

次のとおり動産を取得するものとするとい

うことで、記以下につきましては参考資料で

御説明を申し上げますので、参考資料２ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

資料２、議案第８８号関係であります。避

難所用発電機でございます。これも先ほどの

８７号と同様の事業の一連でございます。

納入場所は、美幌町字美富１番地１という

ことで、旧学校給食センターの車庫でござい

ます。

動産の概要でありますが、体育館を保有す

る避難所７カ所用に各１台の発電機を購入す

るものでございます。合計７台でございま

す。

出力は８ＫＶＡのものを７台購入するとい

うものでございます。

入札年月日につきましては、同じく平成２

５年７月２５日。

指名業者は、ここに記載の９者でございま

す。

取得の金額、６７１万６,７９７円。

取得の相手方、網走郡美幌町字大通北２丁

目１７番地、有限会社加藤金物店、代表取締

役、加藤哲朗。

契約保証金、免除。

契約年月日、議決後、本契約による。

納入期限、本契約後１２０日とするという

ことで、本日議決をいただきますと、１２月

９日が納期限となります。

以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第８８号動産の取得につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第５ 議案第８９号

○議長（古舘繁夫君） 日程第５ 議案第８

９号動産の取得についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の４ページ

をお開き願いたいと思います。

議案第８９号動産の取得について、御説明

を申し上げます。

次のとおり動産を取得するものとするとい

うことで、記以下につきましては参考資料で

御説明いたします。参考資料の３ページをお

開きください。

資料３、議案第８９号関係。避難所用投光

機ということで、先ほど８８号と同様の避難

所用の備品の購入でございます。

納入場所につきましては、美幌町字美富１

番地の１ということで、同じく旧学校給食セ

ンターの施設でございます。

動産の概要でありますが、先ほどの発電機

と同様でありますが、体育館を避難場所とす

る避難所７カ所用に、１８台ということで、

体育館の大きさによって、ここはそれぞれ同

じ台数ではございません。７カ所に対して１

８台の投光機を購入しようとするものでござ

います。

この投光機はバルーンタイプというもので

ございまして、高さが２,０１０ミリから２,

７３０ミリまで縮小、あるいは延長すること

ができるものでございます。使用するランプ

は、消費電力が４００ワットのランプ１灯で

ございます。１８台を購入するものでござい
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ます。

入札年月日につきましては、平成２５年７

月２５日。

指名業者は、ここに記載の９者。

取得の金額は、３７７万７,１６５円。

取得の相手方、網走郡美幌町字大通北２丁

目１７番地、有限会社加藤金物店、代表取締

役、加藤哲朗。

契約保証金、免除。

契約年月日、議決後、本契約による。

納入期限、本契約後１２０日とするという

ことで、本日議決をいただきますと、１２月

９日が納期限となります。

以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 概要のところで、

もう少しお聞かせ願いたいと存じます。投光

機であります。体育館用というふうに聞こえ

たと思うのですが、災害、もちろんそのとお

りでありますけれども、同じ災害のときにお

いても、用途が広がるほうがいいのではない

かという観点を持っております。

と申しますのは、災害時、外でも使えるよ

うな仕組みというふうに考えた場合、単独で

エンジンつき、よく一例を言いますと、夏祭

りとか秋祭りにおかれましても、エンジンつ

きの投光機、もちろんそのエンジンがついて

いるというのは利点が２点ほどあると思いま

す。

一つは、他に発電機がなくても単独でその

場所に発電しながら光を照らす利点が１点あ

ろうかと思います。もちろん、その投光機

は、それについているエンジンが停止して

も、外部からつなぐこともできます。ほかの

発電機から電源をまた供給を受けてつなぐこ

ともできます。そういう観点から見たら、単

独の投光機だけがいいのかと思うところがま

ず１点。

２点目であります。投光機は、背丈を伸ば

して光を当てる、照らすつもりだと思います

が、重さが、高いところにありますと、重心

が高い位置でありますから、転倒ということ

があります。もともと投光機には土台がつい

ていると思っているところでありますので、

そこら辺も含めて、この性能ばかりではなく

て、どういう形なのか、後でよろしいですか

ら、お示ししていただければありがたいかな

という意味合いを込めて、今回、選択に当

たって、発電機つきであれば構わないのです

が、この概要からいって、発電機つきでない

と思っていますので、いま一度御説明してい

ただければありがたいかなと、そういうこと

でお聞きします。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 投光機の他用途

といいますか、他の活用でありますが、これ

は６月の補正予算で提案をさせていただきま

した緊急防災・減災事業ということで、起債

事業でございます。目的は、そういった事業

の用に供するということで取得しております

ので、その点についてはそういったことで御

理解を願いたいと思います。

伸縮型の投光機ということでございます

が、安全性については、当然、メーカーのほ

うは考えて設計をなされているということ

で、三脚型の足を開いた中での伸縮というこ

とでございます。当然、今回導入するのは、

発電機につきましては体育館の外に置き、投

光機については配線で室内で設置をするとい

うことで、一体型ではございませんけれど

も、使用上に当たっては、そういった転倒の

危険というのは大丈夫だというふうに踏んで

おります。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 別な角度でお聞か

せ願いたいと思います。体育館に使うのだ、

それを承知の上で、さらにお聞きしたいので

すが、投光機、４００ワット。体育館の広さ

によっても違ってくるでしょう。作業時高さ

が２.７メートルというふうにお書きになっ
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ていますけれども、例えば何ルクス、ワット

数ではなくて、何ルクスが確保される、平米

に対してですね。そういう観点で、この機能

を、性能をお示ししていただきたいと存じま

す。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 今回導入する投

光機につきましては、避難所用のごく限られ

た期間の中で、何とか生活を、一時しのいで

いただくという観点から導入するものであり

まして、当然、広さによっては台数を変える

ということで、７カ所に１８台ということで

ありますが、何ルクス、照度を、例えば事務

をやったり、そういったものに必要な照度ま

で確保するという観点ではございませんの

で、生活する上で最低限必要なものというこ

とでございますので、御理解願いたいと思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 話をしつこく聞く

つもりはないのですが、これはバルーン式で

すから、１カ所で灯されると思っているので

す。そういう意味では、事務をするための、

俗に言う卓上のスタンドでないということは

十分承知しているところですけれども、そう

いう意味においても、最低どのぐらい、体育

館の大きさによっても変わろうかと思います

が、どのぐらいの照度を確保しなければいけ

ないという観点も重要なことだろうと思いま

すので、今後、そういう観点からも、台数を

含めた検討を速やかにしておくべきだと思う

ところですが、いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 現在は、先ほど

言いましたように、一時避難所の明るさを何

とか確保して、生活ができるようにというこ

とで、余り長期間、避難所で生活するのは想

定しておりませんので、最低限の投光機を今

回導入するということでございますが、いろ

いろこれから訓練等も実施するようなことに

なってこようかと思いますので、そういった

実績を踏まえながら、明るさが足りないよう

であれば、またさらに充実をさせていきたい

と思っておりますので、御理解願いたいと思

います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第８９号動産の取得につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第６ 議案第９０号

○議長（古舘繁夫君） 日程第６ 議案第９

０号工事請負契約の締結についてを議題とし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の５

ページをお開きください。

議案第９０号工事請負契約の締結につい

て、御説明申し上げます。

次のとおり工事請負契約を締結するものと

する。

記以下につきましては参考資料で御説明し

ますので、参考資料の４ページをお開きくだ

さい。

資料４、議案第９０号関係。駒生川関連第

２３号橋橋梁建設工事であります。

平成３年から平成２６年までの予定で美幌

川広域河川改修工事として駒生川の改修工事

を実施されておりますが、本工事は北海道の

駒生川関連改修工事負担金を受けて行うもの

であります。

工事の場所は、美幌町字稲美。
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工事の概要は、記載のとおりであります。

入札年月日は、平成２５年８月８日。

指名業者は、三共後藤・美幌貨物自動車特

定建設工事共同企業体ほか、記載の４特定建

設工事共同企業体であります。

契約金額、１億２９０万円。

ちなみに、落札率は９６.３％でありま

す。

契約の相手方、宮田・芙蓉特定建設工事共

同企業体、代表者、網走郡美幌町字仲町２丁

目８６番地、株式会社宮田建設、代表取締

役、宮田博行であります。

契約保証金、免除。

契約年月日、議決後、本契約による。

工期、本契約後２００日とする。本日、１

２日に議決いただき、契約しますと、２００

日は平成２６年２月２７日となります。

以上、御説明いたしましたので、よろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第９０号工事請負契約の締

結についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第７ 議案第９１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第７ 議案第９

１号平成２５年度美幌町一般会計補正予算

（第４号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の７ページ

をお開きいただきたいと思います。

議案第９１号平成２５年度美幌町一般会計

補正予算（第４号）について御説明を申し上

げます。

平成２５年度美幌町の一般会計補正予算

（第４号）は、次に定めるところによるとい

うことで、今回の補正につきましては、国の

地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金等

を活用いたしまして、町内の特定非営利活動

法人が実施する障害者グループホーム施設整

備事業費の間接補助金の補正を行おうとする

ものでございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ３,２００万円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ９６億６,６１９万９,０００円とす

る。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明を申し上げます。

それでは、１７ページをお開きください。

歳出でございます。

障害者福祉費の障害者自立支援事業費の

増、地域介護・福祉空間整備等補助金３,２

００万円の新規予算化でございます。

これは町有地であります仲町１丁目１４１

番４０ほか４筆の１,６４２.１５平方メート

ルの土地、ここは旧美幌幼稚園の跡地でござ

います。ここを町が無償貸し付けをし、町内

の特定非営利活動法人が実施えくぼ福祉会

が、定数４名、建築面積１７８平方メート

ル、総予定事業費、備品を含めまして４,８

３０万円の障害者グループホームを整備する

ための国からの間接補助金３,２００万円を

補正しようとするものであります。

なお、開設につきましては、平成２６年４

月以降の予定ということでございます。

次に、歳入を御説明いたしますので、議案

の１５ページにお戻り願いたいと思います。

歳入でありますが、民生費国庫補助金、ま

ず地域介護・福祉空間整備等施設交付金３,

０００万円の新規予算化でございます。これ

は建設費、いわゆるハード事業に当たる交付

金でございます。
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次の地域介護・福祉空間整備推進交付金２

００万円、これはソフト事業の分ということ

で、備品購入費の補助金でございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 今の部分なのですけ

れども、仲町の土地を無償ということを聞き

まして、私なりにちょっと理解したいなと思

うのですけれども、福祉施設だとか、介護だ

とか、障害者だとか、そういう施設に今回は

無償で貸すと。実際、今まで美幌町も、恵和

会にあさひのところの土地も無償で貸してい

るということになっていますが、今回もまた

無償ということなのですけれども、どういう

団体であれば美幌町は無償で土地をお貸しで

きるのか。今回も、土地は売却なのかなと、

売却地だと思ったものですから、今回貸した

法人そのものが、僕は悪いとかいいとかでは

ないのです。であれば、今後、町内でそうい

う活動をする団体には無償でお貸しできると

いうことにもなるのかなと思いますので、そ

の辺の基準が明確にどうなっているのか、お

答えください。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 事業内容は、や

はり公益的な事業ということで、今まで無償

貸し付けをいたしております。またさらに

は、もしこういったＮＰＯ法人ですとか、あ

るいは社会福祉法人ですとか、こういったと

ころがこういった事業を起こさなければ、施

設等をつくらなければ、最終的には町がそう

いったものを整備しなければ住民サービスに

支障が出るというようなものについては、特

に町のほうのできることとして、施設整備に

対する補助金もあろうかと思いますが、その

地盤となる土地についても、なかなか購入し

てお貸しするということはなかなか難しいで

すが、そういった使えるような土地があれ

ば、積極的なそういったサービスを展開して

いただけるということでありますので、協力

できるものは協力していきたいということ

で、今回のように、あるいは前回、ほかの施

設でもありましたけれども、そういった町が

持っている土地を有効利用していただけると

いうことで、さらなる福祉サービスが進むと

いうことであれば、お貸しをするという考え

方で法に基づいてお貸しをしているところで

ございます。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） よく趣旨については

理解できました。決して今回の事案にこだわ

るわけでないですけれども、今、総務部長が

言った、公益的なものであれば無償の貸し付

けについてもやぶさかでないとなれば、明確

な基準だとか、要領だとか、ぜひいずれか議

会側にも、そういう要領等についての時期が

来るのではないかと思うのですけれども、今

後に向けてのそういう作成だとか、基準だと

か、つくる予定があるのかどうか、最後、こ

れだけ。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 現在、先ほど説

明した内容では、条例を設けておりますの

で、無償、あるいは安価でといいますか、お

貸しをするというような、条例の中にはそう

いった事業、あるいはそういった相手方に

よって無償等の貸し付けができるということ

に基づいてやっておりますので、今回、さら

にそれをまた掘り下げた、新たなといいます

か、掘り下げた基準、要領等をつくるとい

う、今予定はございませんので、御理解願い

たいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 先ほど総務部長の説

明では、この施設の完成が４月というふうに

説明した気でいるので、これ、年度内に完成

しないと、この補助金等で制約、来年の４月

の完成ということで間違いないでしょうか。

それとも３月末までに完成しないと補助要件
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に合致しないのか、その辺だけちょっと。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 先ほど説明した

のは、開設が平成２６年４月以降ということ

でございまして、完了は年度内ということで

ありますので、御理解願いたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 引っかけでありま

す。むしろ町長さんにお答え願いたいと思い

ます。土地を貸す云々、決して悪いことでは

ないなと思いながらも、町長さんの思いの中

で、大きく言ったら、福祉のあり方、福祉構

想という観点からお答えいただきたいのです

けれども、昔、この言葉が厳密かどうかはわ

かりませんが、福祉村、一定の構想の中で、

集約、人様をつかまえて集約と言ったら失礼

な言葉ですけれども、そういう観点からとら

えた場合、どのような今の段階における町長

さんの腹づもり、というのは、もしそれこそ

先ほどの災害があったとき、なおさら福祉の

関係する場合、助けに行くにしても、至ると

ころに分散していますと、それに対しても機

動力が必要になってくるのかなと、こんな思

いがあるところであります。そういう意味

で、「土地を貸す」に対しても、どういう観

点を町長はお持ちなのか、参考のために、も

しおありであれば、お聞かせ願いたいと存じ

ます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 御質問の趣旨が

ちょっと十分飲み込めませんけれども、福祉

村構想というのは、ちょっと意味が、内容

が、私が提案したことではないと思いますの

で、ちょっと具体的にはわかりませんけれど

も、いずれにしろ、このまちの地域福祉は、

やはり総力戦でやらなければいけないと思っ

ております。そういった意味で、行政もそう

ですし、地域住民の皆さんの支えだとかお力

添えをいただく、そして民間でできる部分に

ついてはしっかりやっていくということを従

来ともやってきていますので、そういう総合

的な力を集めて福祉を進めていく、そしてこ

のまちで長生きを楽しみながら住んでいただ

くということを目指すというのが私どもの考

え方でございます。（「別な場面でお聞きし

ます」と呼ぶ者あり）

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第９１号平成２５年度美幌

町一般会計補正予算（第４号）についてを採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第８ 報告第８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第８ 報告第８

号専決処分の報告について、お手元に配付し

ているとおり、報告書の提出がありましたの

で、お聞きすることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第８号専決処分の報告について

は、これで終わります。

─────────────────────

◎閉会宣告

○議長（古舘繁夫君） 以上で、本臨時会に

付議されました案件は、全部終了しました。

会議を閉じます。

これで、平成２５年第４回美幌町議会臨時

会を閉会します。

午前１０時３８分 閉会
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